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タイ自動車産業情報アップデート（2025年 8月 10日時点） 

一般調査報告書 

 
 

2025 年の上半期の自動車関連統計データが出そろってきました。2024 年のタイの自動車業界はこれまでに

ない落ち込みを見せ、そのことについては 2025 年 2 月 10 日付けのレポートでも報告しましたが、2025 年の上

半期はどうだったのでしょうか。今回のレポートでは、2025 年上半期の最新情報をお伝えします。 
  

１ 2025 年上半期の主なタイ自動車産業関連データについて 

（１）自動車生産台数 

2025 年上半期のタイにおける自動車生産台数は、第 1 四半期は前年同月の生産台数を下回っていたも

のの、第二四半期では前年同月比 100％超える月が続くなど、わずかではありますが復調の兆しが見られま

した（図 1）。特に BEV に関しては、2024 年は月産数百台から多くても 1,500 台弱という状況でしたが、

2025 年上半期の平均月産台数は約 4,000 台と急増しており、上半期の生産台数合計は約 24,000 台とな

っています（図 2）。タイ政府の実施する BEV 振興施策である EV3.0 により、主要な BEV メーカーである中

国系完成車メーカーは 2024 年にタイに生産拠点を設立、生産を開始していることが、BEV 生産台数急増

の背景にあります。一方で BEV 以外についても、5 月 6 月の生産台数は昨年と比較してやや多く、BEV を

除いた乗用車の合計で見ると、前年同月比で 5 月は 3,000 台弱、6 月は 6,000 台弱上回っている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 タイの自動車生産台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期） 

              （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 
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図 2 タイの BEV 生産台数の推移（2024 年及び 2025 年上半期）（出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 

 

なお、タイ工業連盟による自動車生産台数の公表データは、乗用車、ピックアップトラック、PPV、トラックと

いう区分に分けられており、6 月の生産台数としてはトラックを除きほぼ全ての区分において、前年同月比で

プラスとなっています（表 1）。 

（単位：台） 

 

 

 

 

 
 

表 1 タイの区分別自動車生産台数の前年同月との差（2025 年 1 月～6 月） 

（出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成）※黄字が前年同月比プラス、赤字斜体が前年同月比マイナス 

 

2023 年と 2024 年のデータで表 1 と同様の表を作成すると、2023 年にはまだタイ国内で生産されていな

かった BEV を除き、全ての区分でマイナスとなっていました。そう考えると、昨年同期比という意味では直近

は若干の改善傾向にあるといってよいと思います。ですが、あくまでも非常に状況の悪かった 2024 年と比較

した数字ですし、年間累計台数を見ると、前年比 95.2％とまだまだ 2024 年の生産台数に追いついていない

状況です（図 3）。なお、タイ工業連盟（FTI）はこの上半期の実績を踏まえて、2025 年の生産台数を期初発

表の 150 万台から 145 万台へと下方修正しています。 

合計 バン

1-3000cc 1,500     1,501 - 1,801 - 2,001 - 2,501 - マイクロ 10   1トン ダブルキャブ 5         5 - 10 10       

月 小計 CC. 以下 1,800 CC. 2,000 CC. 2,500 CC. 3,000 CC. バス トン 小計 小計 トン未満 トン トン以上
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図 3 タイの自動車生産台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期の累計） 

              （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 

 

（２）自動車販売台数 

タイにおける自動車販売台数も確認していきましょう。 

2025 年上半期のタイ国内における自動車販売台数は、自動車生産台数と同様、第 1 四半期は前年同月

の販売台数を下回っていたものの、第二四半期からは前年比同月比が 100％超える月が続いており、状況

は若干改善傾向にあります（図 4）。 

2025 年上半期のメーカー別の販売シェアを見ると、乗用車の日系メーカーのシェアは 2024 年の 64.8％

から 3.3 ポイント減少し 61.5％となっている一方、中国系メーカーは 2024 年の 18.8％から 3.2 ポイント上昇

し 22.0％となりました。商用車も、日系メーカーのシェアは 2024 年の 84.4％から 8.0 ポイント減少し 76.4％

となっている一方、中国系メーカーは 2024 年の 7.1 から 5.1 ポイント上昇し 12.2％となりました。乗用車、商

用車どちらの場合も中国系メーカーの販売攻勢が強まっており、日系メーカーがシェアを落とす一方で中国

系メーカーがシェアを伸ばすという形となっています。ただし、2025 年上半期における商用車のうちの 1 トン

ピックアップトラックの日系メーカーのシェアは、2024 年の 91.5％から 0.4 ポイント減少の 91.1％と微減で踏

みとどまっており、依然としてこの分野における日系メーカーの優位性は維持されていると考えられます。乗

用車と商用車を合わせた総販売台数においては、日系メーカーは 2024 年の 76.7％から 6.1 ポイント減少し

70.6％となっている一方、中国系メーカーは 2024 年の 11.6％から 4.6 ポイント上昇し 16.2％となりました。 

2025 年度上半期までの累計販売台数は 30.3 万台と、前年同月比の 98.3％まで回復してきましたが、

2023 年の上半期と比較すると 74.5％と依然として厳しい状況が続いています（図 6）。 
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図 4 タイの自動車販売台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期） 

              （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 タイのメーカー別販売シェア（左：乗用車、右：商用車、下：乗用車+商用車） 

（出所：Toyota Motor Thailand 公表データを基に作成） 
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図 6 タイの自動車販売台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期の累計） 

              （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 

 

生産台数のデータと同様、販売台数についても区分別のデータがタイ工業連盟から公表されています（表

2）。こちらを見ると、依然として 1 トンピックアップトラックの販売が不調であることが分かります。一方で、乗用

車は直近 3 か月連続で前年同月の販売台数を上回っています。販売台数のデータでは動力別の数字が公

表されていないため確定的なことは言えませんが、日系メーカーのシェア低下と中国系メーカーのシェア拡

大、図 2 の BEV 生産台数の増加から考えても、恐らくこの乗用車の販売台数の増加は BEV の販売拡大が

要因の一つと考えられます。一方、実は 4 輪駆動車の販売がここ数年伸び続けており、自動車産業全体が

不調であった 2024 年においても、前年の販売数を上回っており、2025 年においてもその傾向は続いてい

ます。私見ですが、本体価格が通常のピックアップトラックと比べ高く、自動車ローン審査の厳格化に無関係

な富裕者層が購入していることと、そもそも 4WD 人気が近年高まっていることが要因と推察されます。 

（単位：台） 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 タイの区分別自動車販売台数の前年同月との差（2025 年 1 月～6 月）  
（出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成）※黄字が前年同月比プラス、赤字斜体が前年同月比マイナス 
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（３）自動車輸出台数 

この章の最後に、タイからの自動車輸出台数を確認しましょう。 

2025 年上半期のタイ国内における自動車輸出台数は、自動車生産台数や販売台数と異なり、一度も前年

同月比で 100％を超えることがありませんでした（図 7）。それもそのはずで、2024 年上半期の輸出台数がそ

もそも 2023 年上半期の輸出台数よりも多く、輸出だけ見ると非常に好調だったためです。ただし、2024 年

は滑り出しこそ順調でしたが、通年で見ると 2024 年は前年比 86.1％となっています（図 8）。 

2025 年上半期の輸出状況は 2024 年下半期から引き続き低調となっており、直近はやや改善したものの、

現時点ではわずかに 2023 年上半期の累計よりも少なくなっています。2024 年は国内販売はかなりの減少

を見せたものの、輸出は通年で前年比 98.1％と踏みとどまっており、国内販売と輸出の両方が激しく落ち込

むということは回避されました。ただ、2025 年は輸出の状況が現時点では 2024 年ほど良いとは言えないた

め、2024 年のように国内販売の不振を輸出でカバーできるかという点に少し疑問が残ります。なお、タイ工業

連盟はこの上半期の実績を受け、2025 年の輸出台数の見通しを期初の 100 万台から 95 万台へと下方修

正しています。 

なお、主な仕向け地はオセアニア、アジア、中東が多く、この傾向は近年あまり変わっていません。一方、北

米や欧州はあまり多くなく、両方とも全体の 5～10％程度となっています。そのため、現在の米国相互関税の

影響は一部の製品を除き、それほど大きくはないと言われています。 

生産と販売のように輸出についても 2024 年との差を統計データで細かく見ていくと、部品については少し

回復傾向にあるように見えますが、輸出金額の総額としては依然としてマイナスで、まだまだ明るい兆しは見

えないという状況です（表 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 タイの自動車輸出台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期） 

              （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 
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図 8 タイの自動車輸出台数の推移（2023 年、2024 年及び 2025 年上半期の累計） 

            （出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成） 

 

 

 

 

 

 

表 3 タイの自動車等輸出台数及び輸出金額の前年同月との差（2025 年 1 月～6 月）  
（出所：タイ工業連盟の公表データを基に作成）※黄字が前年同月比プラス、赤字斜体が前年同月比マイナス 

 

２ 2025 年上半期のタイにおける BEV を取り巻く状況について 

（１）BEV の新車登録台数 

次に BEV の新車登録台数について見ていきましょう。2023 年の中国メーカーBEV の大躍進と比べ、

2024 年は BEV のタイ国内での生産開始という大きな動きはありましたが、新車登録台数としては前年とあま

り変わらないという状況でした。それでは 2025 年上半期はどうだったでしょうか。 

2025 年上半期の BEV の新車登録台数は 57,348 台となり、2024 年上半期の 37,625 台を大きく上回る

結果となりました（図 9）。この要因としては、①現在施行されている BEV の利用促進施策 EV3.0 による補助

金の適用が 2025 年まで（ただし、国内生産の BEV に限る）であることと、各社相次いで車両価格を大きく値

下げしている影響が大きいと考えられます。特に補助金に関しては EV3.0 を利用することによってバッテリー

容量が 30kW 以上の場合は 15 万 THB もの補助金が得られるため、その駆け込み需要で販売に大きくドラ

イブがかかっていると推察されます。 
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月 ユニット 輸出金額 輸出金額 輸出金額 ユニット 輸出金額 車体 コンポーネント 輸出金額

1月 ▲ 18,092 ▲ 24,395 ▲ 19,122.13 804 265.51 0 ▲ 74.51 821.92 ▲ 844.39 57.40

2月 ▲ 3,991 ▲ 7,484 ▲ 3,785.97 344 ▲ 79.03 ▲ 9 3.74 ▲ 534.93 69.23 ▲ 7.63

3月 ▲ 8,275 ▲ 14,175 ▲ 10,510.00 738 203.66 0 138.22 934.43 192.90 28.09

4月 ▲ 2,024 ▲ 4,430 ▲ 2,115.46 480 31.59 0 86.36 79.61 ▲ 631.76 45.57

5月 ▲ 7,322 ▲ 8,213 ▲ 7,910.16 28 211.28 0 ▲ 48.43 ▲ 666.31 1,060.91 2.96

6月 ▲ 4,859 ▲ 986 ▲ 5,659.81 173 ▲ 5.49 0 ▲ 40.16 224.69 579.67 ▲ 130.39
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なお、全自動車の新車登録台数に占める BEV の新車登録台数は 2025 年上半期だけ見ると 15.2%に達

しています。2024 年通年の割合は 9.3％とおよそ 10 台に 1 台が BEV という状況でしたが、2025 年上半期

は 6 台から 7 台に 1 台は BEV という状況となっており、BEV の躍進が窺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 BEV の新車登録台数の推移（出所：タイ運輸省陸運局） 

 

ブランド別の BEV 新車登録台数も確認しておきましょう。下表は、2023 年、2024 年、2025 年上半期の新

車登録台数を上位 10 ブランドまで整理したものです（表 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 BEV の新車登録台数上位 10 ブランド（左：2023 年、中央：2024 年、右：2025 年上半期） 

（出所：タイ運輸省陸運局の公表データを基に作成） 

 

やはりまず目につくのは 1 位の BYD です。全ての年において 1 位となっている上に 2 位に大きく差をつ

けています。確かに街中でも BYD の BEV はよく見かけますし、値下げ戦略やメディアへの露出など、他の

メーカーとは一線を画している印象です。特に値下げについては、BYD が値下げしたら他のメーカーも追従

せざるを得ないという構図が出来上がっているようにも見え、タイの BEV 市場の主導権を握っていると言って

も過言ではないかと思います。近年は高級路線の DENZA ブランドの展開も始め、幅広い層の獲得に動い
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ています。なお、2025 年上半期で最も売れたモデルも BYD で、小型車の DOLPHIN が約 7,000 台の登

録となっています。なお、第 2 位は BYD の SUV である SEALION7 で約 6,000 台です。 

ただ、私見となりますが、行き過ぎた値下げによる失敗も垣間見えます。例えば、元々トヨタのカムリと同等

の D セグメントで 2023 年末から売り出した SEAL は、2024 年通年ではカムリを抑えて BEV や ICE を含

めた D セグメントで最も売れたモデルとなったものの、価格を下げたためか 2025 年はそれほど販売が伸び

ておらず、首位の座をカムリに明け渡しています。 

BYD と異なり 2023 年からマイナス方向へ大きく動いたのは NETA です。NETA は 2023 年にタイでの販

売を開始してからは、低価格を武器に販売を伸ばし、2023 年通年では新車登録台数で BYD に次ぐ第 2 位

となりました。また、タイ国内での生産もいち早く開始し、BYD より早い 2024 年 6 月にタイ国内で初納車して

います。ところが、2025 年 6 月に中国の親会社である合衆新能源汽車が債権者からの破産申し立てを受け、

実際に破産手続きに入るという事態が発生しました。元々大規模な人員削減や資金繰りの悪化などのニュー

スはあったものの、実際にタイへ進出した主要な中国系 BEV メーカーの親会社の破産は初めてのことで、タ

イ国内でも大きなニュースとなりました。現在では在庫を抱えたタイのディーラーが価格を大幅に下げて販売

するも、中国からスペアパーツの輸入が滞っているため故障したら修理が難しいという状況もあり、販売台数

は大きく落ちている状況となっています。 

（２）中国系 BEV メーカーは BEV 振興施策による生産義務を履行できるのか 

こうした状況になると気になるのは BEV の振興施策としてタイ政府が行った EV3.0 や EV3.5 による補助

金の行方です。というのもこれまでのレポートでも触れてきたとおり、タイ政府は BEV の普及を後押しするた

め BEV 購入に際して多額の補助金が出しており、メーカーはその補助金の恩恵を受けるために、EV3.0 で

は 2024 年又は 2025 年に BEV をタイ国内で生産する必要があります。しかし、現状多くの BEV メーカー

の生産がこの生産義務に対して間に合っていない状況にあり、さらに今回の NETA のようにそもそも事業継

続が困難ではないかという状況も発生しています。 

こうした状況を受けて、7 月 30 日にタイ投資委員会は以下のような方針を打ち出しました。 

① タイ国内で生産し、2025 年以降に輸出する BEV は、輸出 1 台につき生産義務上では 1.5 台として

換算可能とする。 

② EV3.5 及び EV3.5 の車両登録期限を 1 か月延長可能とした。具体的には、EV3.0 の場合は 2025

年 12 月 31 日までに販売し、2026 年 1 月 31 日までに登録すればよく、EV3.5 の場合は 2027 年 12 月

31 日までに販売し、2028 年 1 月 31 日までに登録すればよいこととなった。 

③ EV3.0 参加企業で補償期間の延長をしないメーカー（EV3.0 の履行期間で達成できないメーカーは

EV3.5 の期間内での達成も認められている。ただし義務を履行しない間は補助金を得ることはできない）

は、生産台数予測を作成し、毎月報告する義務を負う。累積生産台数が少なくとも義務付けられている

生産台数の 50%を上回らない限りは補助金の支払いを停止する。 

①②については、生産台数義務が満たせない中国系 BEV メーカーへの譲歩といってよく、これにより中国

系 BEV メーカーになんとか生産義務を履行してほしいという意図が垣間見えます。 

一方で、③により生産義務が履行できない中国系 BEV メーカーに対する毅然とした姿勢も見せています。

NETA 以外の中国系 BEV メーカーの生産状況も決して良くはなく、果たして生産義務を履行できるメーカー

がどれほどいるのか分からない状況で、タイ政府としてもずるずると中国系 BEV メーカーに対して譲歩ばかり

するようなことは避けたいはずです。実際に NETA がかなり難しい状況になったことも踏まえ、毅然とした姿勢

を示すことで中国系 BEV メーカーへの牽制としたい考えではないでしょうか。恐らくですが、タイ政府が最も

恐れている状況は、中国系 BEV メーカーがタイ政府からの補助金を受けるだけ受けた一方で生産義務を履
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行できずにタイから撤退、その後タイ市場に溢れた BEV に対するアフターサービスをタイ国民がほとんど受け

ることができない、といった状況だと考えられます。 

今後タイにおける中国系 BEV メーカーを中心とした BEV の生産義務履行の状況は、誰もが気にするニュ

ースとなることは間違いありません。当センターとしてもその状況を注視し、本レポートでも引き続き取り上げて

いきたいと思います。 
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